
10月17・18日に、小真木原公園で開催され

た「つるおか大産業まつり」に、ＳＥＡＤＳ

のブースを出展しました。今年度から初の試

みとなる修了生の生産物販売では、露地ねぎ

や黒にんにく、ミニトマト、白なす等を出品

し、多くの商品が完売しました。修了生は想

像以上の反響に驚きながらも、「来年度は他

の修了生にも声をかけて一緒に頑張りたい」

と意欲を見せていました。

つるおか大産業まつりに出展

庄内米の品質管理について学ぶ

10月8日、ＪＡ全農山形庄内南部ライスス

テーションを視察し、米穀畜産課の鈴木伸

明課長（ＪＡ鶴岡）から、農産物検査法の

流れや施設の役割について説明を受けまし

た。また、出荷されたお米のサンプル採取

の様子も見学し、検査規格について理解を

深めました。研修生は、庄内米の品質管理

基準の高さは生産者の努力によって支えら

れていることを実感したと話していました。
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ＳＥＡＤＳ研修生は新規就農を目指し、各地で実習を行っています。
鶴岡市をはじめ、全国各地から集まった研修生をあたたかくご支援ください。

SEADSのホームページは
こちらの二次元コードか
らご覧いただけます。
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有機・特別栽培の認証に関する講義（SEADS）

米検査場にてお米のサンプル採取の様子を見学
（JA全農山形 庄内南部ライスステーション）

持続可能な農業への理解を深める

10月22日、山形県農業技術環境課の担当者

より、有機・特別栽培の認証について講義を

受けました。持続可能な農業には「収量確

保」と「環境負荷低減」の両立が不可欠であ

ることから、肥料・農薬の適正利用や土壌診

断の必要性を学びました。研修生は、認証手

順を体系的に学ぶことができたので、就農に

必要な準備を進めたいと話していました。

修了生の生産物販売の様子（つるおか大産業まつり2026）

ＳＥＡＤＳギャラリー

9/30 実習先にて稲刈り作業（下川）

10/22 秋野菜の収穫（SEADS農場）

10/1 実習先にてカイコの飼育（松ケ丘）

10/15 農業経営実践講座
（山形県庄内総合支庁農業技術普及課）


